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図
表
１
は
、
ほ
ぼ
同
じ
規
模
の
２
つ
の
特

養
ホ
ー
ム
Ａ
・
Ｂ
の
貸
借
対
照
表
を
簡
略
化

し
た
も
の
で
す
。
規
模
は
同
じ
で
も
、
固
定

資
産
（
建
物
等
）
と
固
定
負
債
（
借
入
金
等
）

の
金
額
は
、
特
養
ホ
ー
ム
Ｂ
の
ほ
う
が
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
養
ホ
ー
ム
Ａ
は
開
設
後
20
年
以
上
が

経
過
し
、
借
入
金
の
返
済
や
建
物
の
減
価
償

却
費
も
進
ん
だ
た
め
、
貸
借
対
照
表
の
額
も

小
さ
く
な
っ
て
い
ま
す
。
特
養
ホ
ー
ム
Ｂ
は

開
設
後
５
年
で
ま
だ
新
し
く
、
今
後
も
借
入

金
返
済
が
毎
年
続
く
た
め
、
必
要
な
利
益
を

毎
年
確
保
で
き
る
よ
う
綿
密
な
経
営
計
画

と
実
行
が
重
要
で
す
。

　

反
対
に
特
養
ホ
ー
ム
Ａ
は
借
入
金
返
済

負
担
が
な
く
、「
資
産
」
に
対
す
る
「
純
資
産
」

の
割
合
が
高
い
の
で
、
財
務
的
な
安
定
性
が

高
い
と
い
え
ま
す
。
し
か
し
、
修
繕
や
建
替

え
資
金
の
留
保
を
考
え
る
べ
き
時
期
で
も

あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
計
算
書
類
の
基
本
的
な
読
み
方

の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

　

Ｂ
Ｓ
（Balance Sheet

：
貸
借
対
照
表
）

は
施
設
の
財
政
状
態
を
表
す
も
の
で
、
所
有

す
る
総
資
産
を
表
す
「
資
産
」
の
部
分
、
借

入
金
な
ど
の
債
務
を
表
す
「
負
債
」
と
繰
越

利
益
な
ど
の
自
己
財
源
を
表
す
「
純
資
産
」

の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。
社
会
福
祉
法

人
で
は
「
純
資
産
」
に
、
設
立
時
の
寄
附
金

や
補
助
金
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
「
負
債
」
は
借
入
金
や
未
払
金
等
、
い
ず

れ
返
済
や
支
払
い
が
必
要
な
も
の
で
す
が
、

「
純
資
産
」
は
返
済
や
支
払
い
の
必
要
が
な

く
、
利
息
も
か
か
ら
な
い
自
己
財
源
で
す
。

よ
っ
て
、「
純
資
産
」の
割
合
が
高
い
ほ
う
が
、

財
務
的
安
全
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
貸
借
対
照
表
か
ら
短
期
的
な
財
務

の
安
全
性
を
み
る
指
標
に
は
、「
流
動
比
率
」

が
あ
り
ま
す
。
算
出
式
は
「流

動
資
産
÷
流

動
負
債
×

100

（％

）」
で
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
場
合
、
約
２
カ
月
分
の
介
護
報
酬
が
未

収
金
と
し
て
残
る
た
め
、「
流
動
比
率
」
は

３
０
０
％
以
上
に
な
り
ま
す
。「
流
動
比
率
」

が
低
い
と
、
短
期
的
支
払
能
力
に
不
安
が
あ

る
と
い
え
ま
す
。

　

Ｐ
Ｌ
（Profit and Loss statem

ent

：

損
益
計
算
書
・
事
業
活
動
収
支
計
算
書
）
は
、

収
益
金
額
か
ら
費
用
額
を
差
し
引
く
こ
と

で
、
利
益
が
い
く
ら
出
た
か
を
表
し
ま
す
。

　

図
表
２
は
Ｂ
Ｓ
同
様
、
２
つ
の
施
設
の
Ｐ

Ｌ
を
並
べ
た
も
の
で
す
。
特
養
ホ
ー
ム
Ａ
は

本
業
か
ら
生
じ
た
利
益
を
表
す
「
サ
ー
ビ
ス

株
式
会
社
川
原
経
営
総
合
セ
ン
タ
ー

経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
部
門

統
括
補
佐

森田  敏史

Ｐ
Ｌ
の
見
方

介
護
経
営
術

計
算
書
類
の

読
み
方
の
ポ
イ
ン
ト

vol.30

激
動
生
き
抜
く

の

を

時
代

Ｂ
Ｓ
の
見
方
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加
減
し
た
「
経
常
増
減
差
額
」
で
、
施
設
の

総
合
的
な
収
益
性
を
確
認
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
一
時
的
な
損
益
で
あ
る
「
特
別

増
減
差
額
」（
固
定
資
産
の
売
却
損
益
な
ど
、

経
常
的
に
は
発
生
し
な
い
取
引
額
）
を
加
え

て
、
１
年
間
の
経
営
成
績
を
示
す
「
当
期
活

動
増
減
差
額
」
を
計
算
し
ま
す
。

　
「
サ
ー
ビ
ス
活
動
増
減
差
額
」「
経
常
増
減

差
額
」「
当
期
活
動
増
減
差
額
」
の
各
項
目

を
確
認
し
、
利
益
が
出
て
い
な
い
場
合
に
は

各
勘
定
科
目
に
視
点
を
移
し
て
要
因
を
探

る
、
と
い
う
よ
う
に
大
枠
を
と
ら
え
て
か
ら

詳
細
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
が
コ
ツ
で
す
。

　

３
年
間
ほ
ど
の
傾
向
を
み
た
り
、
他
法
人

の
Ｐ
Ｌ
と
比
較
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
よ
り

経
営
に
活
用
で
き
ま
す
。

活
動
増
減
差
額
」
が
マ
イ
ナ
ス
で
あ
り
、
こ

れ
は
介
護
保
険
事
業
が
赤
字
で
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。

　

特
養
ホ
ー
ム
Ｂ
は
お
お
む
ね
順
調
な
経

営
が
な
さ
れ
、
本
業
の
利
益
は
約
１
６
０
０

万
円
出
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
借
入
金
に
対

す
る
支
払
利
息
（
約
２
０
０
万
円
）
が
サ
ー

ビ
ス
活
動
外
費
用
に
発
生
し
て
い
る
た
め
、

経
常
増
減
差
額
は
約
１
４
０
０
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｌ
を
読
む
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、
ま
ず

本
業
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
益
を
「
サ
ー
ビ

ス
活
動
増
減
差
額
」（
一
般
企
業
で
い
う
「
営

業
利
益
」）
で
確
認
し
ま
す
。
こ
れ
が
大
き

け
れ
ば
、
本
業
の
収
益
性
が
高
い
と
い
え
ま

す
。

　

次
に
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
直
接
必
要
な
取

引
で
は
な
い
が
毎
年
発
生
す
る
支
払
利
息

な
ど
の
「
サ
ー
ビ
ス
活
動
外
増
減
差
額
」
を

　

Ｃ
Ｆ
（Cash Flow

：
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

計
算
書
・
資
金
収
支
計
算
書
）
は
「
ど
の
よ

う
な
活
動
で
い
く
ら
資
金
が
増
減
し
た
か
」

を
表
し
、①
「
事
業
活
動
に
よ
る
収
支
」（
本

業
に
お
い
て
経
常
的
に
発
生
す
る
収
支
）、

②
「
施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支
」（
固
定
資

産
の
取
得
・
売
却
等
に
関
連
す
る
収
支
、
設

備
資
金
借
入
金
に
関
す
る
収
支
）、
③
「
そ

の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支
」（
運
転
資
金
の

借
入
金
の
収
支
、
資
金
の
積
立
・
取
崩
等
）

に
区
分
さ
れ
ま
す
。

　

図
表
３
の
特
養
ホ
ー
ム
Ａ
で
は
、
本
業
に

お
け
る
収
支
差
額
（
事
業
活
動
資
金
収
支
差

額
）
が
約
３
０
０
万
円
と
小
額
で
す
が
、
借

入
金
の
返
済
な
ど
も
な
い
た
め
、
収
支
差
額

は
プ
ラ
ス
で
す
。
た
だ
し
将
来
の
修
繕
や
建

替
え
の
資
金
確
保
の
た
め
、
本
業
の
収
支
差

額
を
上
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

特
養
ホ
ー
ム
Ｂ
で
は
本
業
の
収
支
差
額

を
約
２
２
０
０
万
円
計
上
で
き
て
い
ま
す

が
、
施
設
整
備
等
支
出
の
借
入
金
返
済
１
５

０
０
万
円
の
負
担
が
収
支
差
額
を
圧
迫
し

て
い
ま
す
。
借
入
金
の
返
済
を
見
越
し
た
収

支
差
額
を
確
保
で
き
る
経
営
が
必
要
で
す
。

　

Ｃ
Ｆ
で
は
、
本
業
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
に

よ
っ
て
い
く
ら
資
金
が
増
え
、
最
終
的
に
資

金
が
い
く
ら
残
っ
た
か
と
い
う
資
金
の
流

れ
を
把
握
し
ま
し
ょ
う
。

Ｃ
Ｆ
の
見
方

介護経営術
激動
生き抜く

の
を時代

図表3 キャッシュフロー計算書・資金収支計算書（CF）
〈特養ホームＡ〉〈特養ホームＢ〉

勘定科目 金額 金額

事業活動による
収支

事業活動収入 231,043 237,110 
事業活動支出 227,845 214,587 
事業活動資金収支差額 3,198 22,523 

施設整備等に
よる収支

施設整備等収入 0 0 
施設整備等支出 1,785 18,024 

（内、設備資金借入金
返済支出） （     0） （15,000）

施設整備等資金収支
差額 -1,785 -18,024 

その他の活動に
よる収支

その他の活動収入 0 0 
その他の活動支出 0 0 
その他の活動資金収支
差額 0 0 

当期資金収支差額 1,413 4,499 

（単位：千円）

図表2 損益計算書・事業活動収支計算書（PL）
〈特養ホームＡ〉〈特養ホームＢ〉

勘定科目 金額 金額
サービス活動収益 237,650 242,711 
サービス活動費用 239,133 226,650 
サービス活動増減差額 -1,483 16,061 
サービス活動外増減差額 0 -2,037 
経常増減差額 -1,483 14,024 
特別増減差額 100 -15 
当期活動増減差額 -1,383 14,009 

（単位：千円）

図表1 貸借対照表（BS）の簡易事例
〈特養ホームＡ〉

〈特養Ｂホーム〉

勘定科目 金額 勘定科目 金額
流動資産 72,434 流動負債 12,870 

固定負債 8,562 
固定資産 225,783 負債合計 21,432 

純資産合計 276,785 

資産合計 298,217 負債＋純資産
合計 298,217 

勘定科目 金額 勘定科目 金額
流動資産 84,032 流動負債 4,490 

固定負債 232,100 
固定資産 489,445 負債合計 236,590 

純資産合計 336,887 

資産合計 573,477 負債＋純資産
合計 573,477 

（単位：千円）

（単位：千円）


